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「
寝
た
き
り
」
と
は
、
ベ
ッ
ド
ま
た
は
布
団
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
と

は
い
う
も
の
の
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
な
か
に
は
「
作
ら
れ

た
寝
た
き
り
」
も
存
在
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
身
体
的

要
因
（
疾
病
、
障
害
、
老
化
な
ど
）
と
精
神
的
要
因
（
意
思
、
意
欲
な
ど
の
低
下
）
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
過
度
に
安
静
を
強
い
る
医

原
性
の
寝
た
き
り
で
す
。
例
え
ば
、
肺
炎
で
入
院
し
た
ら
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
は
よ
く
聞
か
れ
る
事
で
す
。
肺
炎
と
い
う
疾
患
は
治
癒
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
安
静
に
よ
る
廃
用
性
症
候
群
に
よ
っ
て
、
筋
力
低
下
や
拘
縮
、
動
作
能
力

の
低
下
、
日
常
生
活
遂
行
能
力
の
低
下
な
ど
が
生
じ
、
歩
い
て
入
院
し
た
人
が
車
椅
子

で
退
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
事
も
有
り
ま
す
。 

 

身
体
的
要
因
に
対
し
て
は
、
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
障
害
の
重
度

化
の
予
防
、
潜
在
能
力
の
開
発
、
残
存
能
力
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
機
器

の
揃
っ
た
訓
練
室
で
行
う
だ
け
で
な
く
、
仮
に
ベ
ッ
ド
上
で
安
静
の
時
期
で
あ
っ
て
も
、

拘
縮
の
予
防
や
肺
理
学
療
法
（
肺
痰
）、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
体
位
変
換
）
な
ど
の
対
応

で
二
次
的
障
害
を
予
防
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
す
し
、
安
静
解
除
と
と
も
に
す
み

や
か
に
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
展
開
し
て
ゆ
け
る
の
で
す
。 

 

精
神
的
要
因
に
対
し
て
は
、
簡
単
に
意
欲
が
な
い
と
片
付
け
る
の
で
は
な

く
、
生
活
習
慣
を
組
み
直
す
た
め
に
、
本
人
の
能
力
に
適
し
た
目
標
を
本
人

と
共
に
策
定
す
る
事
が
必
要
で
す
。
そ
の
目
標
を
具
体
的
な
内
容
に
す
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
達
成
時
期
に
つ
い
て
も
き
め
こ
ま
や
か
に
検
討
し
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。
次
に
、
家
族
や
介
護
者
の
要
因
で
す
が
、
特
に
、
高
齢

者
の
場
合
、
も
う
年
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
の
誤
っ
た
認
識
で
安
静
を
助
長
し
、

過
介
護
（
過
保
護
）
に
よ
っ
て
本
人
の
出
来
る
能
力
ま
で
奪
っ
て
い
る
こ
と

が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
廃
用
性
症
候
群
を
誘
発
し
て
し
ま

う
事
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
生
活
を
営
む
場
と
し
て
の
環
境
要
因
も
重
要
で
す
。
布
団
や
畳
と

い
っ
た
和
式
生
活
、
段
差
の
あ
る
日
本
家
屋
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
言
い
切

れ
な
い
公
共
交
通
機
関
な
ど
、
環
境
の
未
整
備
が
活
動
を
制
限
し
、
閉
じ
こ

も
り
を
誘
引
し
て
い
る
面
も
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。
高
齢
者
の
場
合
、
身
体

的
に
も
精
神
的
に
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
予
想
外
に
重
篤
な

状
況
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
更
に
は
、
核
家
族
化
に
よ
る
家
庭
の
介
護
機
能

の
低
下
、
変
え
難
い
生
活
習
慣
と
世
代
の
価
値
観
の
違
い
な
ど
、
医
療
だ
け

で
は
調
整
で
き
な
い
多
種
多
様
な
問
題
を
潜
在
的
に
抱
え
て
い
る
家
庭
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
出
来

な
い
事
を
探
し
て
対
症
療
法
的
に
対
応
し
て
い
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
評
価
か
ら
、

潜
在
能
力
を
開
発
し
残
存
能
力
を
活
用
す
る
事
で
生
活
全
般
の
調
整
を
図

っ
て
い
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
評
価
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

望
洋
莊
の
職
員
も
徒
に
入
居
者
の
病
状
を
診
る
の
で
は
な
く
、
生
活
者
と

し
て
の
視
点
か
ら
、
適
切
な
評
価
を
行
い
、
目
標
を
設
定
し
て
下
さ
い
。
本

人
だ
け
で
な
く
家
族
や
環
境
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
も
総
合
的
に
判
断
、

対
応
す
る
こ
と
で
、
望
洋
莊
と
い
う
家
庭
を
超
え
た
、
も
う
一
回
り
大
き
な

社
会
で
の
生
活
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
、
今
、
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。 
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二
月
三
日
（
木
）
午
前
十
時
よ

り
、
年
男
・
年
女
六
名
の
入
居

者
様
に
よ
り
、
施
設
内
す
べ
て

の
「
豆
ま
き
」
を
実
施
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

                      

   

二
月
六
日
（
日
）
正
午
十
二
時
よ
り
、
塩
屋
岬
ホ
ー
ル
に
て
薄
磯
・
豊

間
ユ
ニ
ッ
ト
合
同
「
家
族
交
流
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
ご

家
族
様
に
参
加
い
た
だ
き
盛
大
に
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
バ
イ

キ
ン
グ
方
式
を
と
り
、
好
き
な
物
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
て
良
か
っ

た
と
大
好
評
で
し
た
。 

                      

   

二
月
二
十
七
日
（
日
）
正
午
十
二
時
十
五
分
よ
り
、
塩
屋
岬
ホ
ー
ル
に

て
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
家
族
交
流
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
職
員
の
手

作
り
料
理
が
多
く
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
三
台
使
っ
た
結
果
ブ
レ
ー
カ
ー

が
落
ち
一
時
停
電
状
態
と
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族

と
共
に
過
ご
せ
て
入
居
者
様
は
幸
せ
そ
う
で
し
た
。 

                      

「
豆
ま
き
」 

 

「
家
族
交
流
会
」
薄
磯
・
豊
間
合
同 

 

「
家
族
交
流
会
」
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 
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節
分
っ
て
何
か
？ 

 

皆
さ
ま
も
「
節
分
」
と
言
え
ば
、
二
月
三
日
を
連

想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
来
「
節
分
」
と
は
、

季
節
の
変
わ
り
目
を
意
味
し
て
お
り
、
立
春
・
立
夏
・

立
秋
・
立
冬
の
前
日
を
指
し
て
お
り
、「
節
分
」
は
年

に
四
回
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
次
第
に
、
立
春
（
旧

正
月
）
が
年
の
初
め
と
い
う
事
か
ら
「
節
分
」
と
言

え
ば
、
春
の
節
分
だ
け
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
て
来

た
よ
う
で
す
。
立
春
が
正
月
で
す
か
ら
、「
節
分
」
は

大
晦
日
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
ね
。
昔
は
、
前
年
の

邪
気
を
祓
う
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、
追
儺
（
つ
い

な
）
と
言
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
行

事
の
一
つ
に
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
「
豆
ま
き
」
が

あ
り
ま
し
た
。
追
儺
と
は
悪
鬼
・
疫
癘
（
え
き
れ
い
）

を
追
い
払
う
行
事
の
こ
と
で
、
平
安
時
代
の
頃
は
、

宮
中
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
諸
国
の

社
寺
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

※
旧
正
月
は
、
現
代
の
暦
で
言
う
と
一
月
末
か
ら

二
月
中
旬
で
そ
の
年
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
ち
な

み
に
今
年
の
旧
正
月
は
二
月
三
日
で
し
た
。
ゆ
え
に

二
月
二
日
が
節
分
に
な
り
ま
す
。
こ
の
様
に
現
代
の

暦
に
す
る
と
毎
年
日
付
が
変
わ
る
事
か
ら
、
一
応
の

目
安
と
し
て
、
二
月
三
日
に
固
定
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

  

豆
ま
き
は
何
故
す
る
の
か
？ 

 

豆
ま
き
は
一
般
的
に
、
年
男
も
し
く
は
、
一
家
の

主
人
が
行
い
ま
す
。
そ
の
豆
を
、
自
分
の
歳
の
数
だ

け
食
べ
る
と
そ
の
年
は
、
病
気
に
な
ら
ず
長
生
き
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
、
豆
を
ま
く
か

は
、
陰
陽
五
行
の
法
則
（
自
然
の
道
理
を
火
・
水
・

木
・
金
・
土
の
五
元
素
に
分
類
す
る
）
が
関
係
し
て

来
ま
す
。
こ
の
五
行
の
中
で
、「
金
」
は
厄
病
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
鬼
が
金
棒
を
持
っ
て
い
る
の
も
こ
の

表
れ
で
す
。「
金
」
の
作
用
を
打
ち
消
す
の
が
、
五
行

の
「
火
」
で
す
。
そ
の
た
め
火
で
煎
っ
た
大
豆
を
ま

き
、
鬼
を
大
豆
に
封
じ
込
め
、
そ
の
大
豆
を
食
べ
て

し
ま
う
事
で
邪
気
を
祓
い
、
新
た
な
春
を
迎
え
る
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
煎
っ
た
大
豆
の
代

わ
り
に
落
花
生
を
使
う
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
本
来
の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

  

鬼
の
姿
は
？ 

 

風
水
や
家
相
な
ど
の
東
洋
占
星
術
で
よ
く
使
わ
れ

る
言
葉
に
「
鬼
門
」
と
言
う
方
角
が
あ
り
ま
す
。「
鬼

門
」
と
は
北
東
の
方
位
に
あ
り
、
鬼
が
出
入
り
す
る
方

角
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
角
が
十
二
支
の
丑
と
寅

（
う
し
と
ら
）
の
方
角
に
あ
た
り
、
そ
の
事
か
ら
鬼
が
、

牛
の
角
を
持
ち
虎
柄
の
パ
ン
ツ
を
身
に
纏
い
金
棒
を
持

っ
て
い
る
。
皆
様
が
連
想
さ
れ
る
鬼
の
姿
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。 

  

節
分
行
事
、
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
の
は
？ 

 

節
分
の
日
、「
恵
方
巻
き
の
ま
る
か
ぶ
り
」
が
節
分
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
世
間
に
浸
透
し
て
来
て
い
ま
す
。

元
々
は
大
阪
海
苔
問
屋
協
同
組
合
が
、
道
頓
堀
で
行
っ

た
イ
ベ
ン
ト
が
発
祥
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
マ

ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
た
事
に
よ
り
、
全
国
の
食
品
メ
ー

カ
ー
が
、
便
乗
し
て
全
国
的
に
広
め
た
よ
う
で
す
。「
恵

方
巻
き
の
ま
る
か
ぶ
り
」
と
は
、
恵
方
に
向
い
、
太
い

巻
き
寿
司
を
丸
ご
と
ラ
ッ
パ
を
吹
く
よ
う
に
く
わ
え
て
、

言
葉
を
発
す
る
事
な
く
全
部
食
べ
尽
く
事
で
す
。
そ
う

す
る
事
で
、
新
年
に
良
い
事
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

巻
き
寿
司
を
使
う
理
由
は
、「
福
を
巻
き
込
む
」
と
い
う

事
か
ら
で
、
ま
る
ご
と
食
べ
る
の
は
、「
縁
を
切
ら
な
い

た
め
に
包
丁
を
入
れ
な
い
」
と
い
う
事
か
ら
だ
そ
う
で

す
。 

 

※
恵
方
と
は
そ
の
年
の
干
支
に
基
づ
い
て
、
め
で
た

い
と
定
め
ら
れ
た
方
角
の
事
を
言
い
ま
す
。
毎
年
方
角

が
変
わ
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。 

｢
節
分｣

に
つ
い
て 
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美
し
い
笑
顔
を
簡
単
に
作
る
方
法 

  

美
し
い
笑
顔
を
作
る
た
め
に
は
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
最
後
を
「
イ
」
の

口
元
に
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
（
イ
ー
）
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
イ
ー
）
」
と

や
っ
て
、
意
識
的
に
口
角
を
上
げ
ま
す
。
ひ
と
昔
前
は
写

真
を
撮
る
際
は
「
チ
ー
ズ
」
が
定
番
で
し
た
が
、
同
様
に

「
ウ
イ
ス
キ
ー
」
の
「
ウ
イ
」
の
と
き
に
、
グ
イ
ッ
と
頬

を
引
き
上
げ
た
感
じ
に
す
る
と
、
相
手
に
柔
ら
か
い
印
象

を
与
え
た
自
然
な
笑
顔
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

ま
ぶ
た
の
炎
症
を
「
も
の
も
ら
い
」
と
い
う
理
由 

 

も
の
も
ら
い
は
麦
粒
腫
（
ば
く
り
ゅ
う
し
ゅ
）
と
霰
粒

腫
（
さ
ん
り
ゅ
う
し
ゅ
）
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
語
源
は
「
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
に
、
よ
そ
の
家
で
も

の
を
も
ら
っ
て
食
べ
る
と
治
る
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
麦
粒
腫
の
場
合
で
は
、
一
週
間
く

ら
い
で
膿
が
出
て
自
然
治
癒
し
ま
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
の
汚
れ
な
ど
、
ま
ぶ
た
が
不
衛
生
だ
っ
た
り
、
体
調
不

良
だ
っ
た
り
す
る
と
う
つ
り
や
す
い
病
気
で
す
。
通
常
、

抗
生
物
質
で
な
お
り
ま
す
が
、
ひ
ど
い
場
合
は
切
開
で
膿

を
出
す
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

 

運
動
神
経
は
遺
伝
だ
け
で
は 

決
ま
ら
な
い
っ
て
ホ
ン
ト
？ 

 

「
親
が
運
動
が
苦
手
だ
か
ら
、
我
が
子
も
運
動
が
苦
手

だ
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
実
は
、
運

動
神
経
の
有
無
は
遺
伝
的
要
素
よ
り
も
後
天
的
要
素
が
強

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
か
ら
の
環
境
や
、
幼
児

期
の
「
遊
び
」
に
よ
る
運
動
の
取
り
入
れ
に
よ
っ
て
、
運

動
神
経
は
伸
び
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
世
界
記
録

を
樹
立
し
た
選
手
た
ち
も
、
若
年
期
の
適
切
な
運
動
へ
の

取
り
組
み
と
そ
の
後
の
努
力
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の
大
舞

台
で
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

         

三
月 

三 

日
（
木
）
午
後
二
時
～ 

｢

お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ｣ 

三
月
二
五
日
（
金
）
午
前
十
時
三
〇
分
～ 

｢

青
木
ア
サ
ヨ
様
百
歳
賀
寿
式｣  

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

三
月
二
七
日
（
日
）
午
後
二
時
～ 

｢

家
族
交
流
会｣

  

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

【 

三
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

三
月 

四 

日
（
金
） 

 
  

豊 

間 

鈴
木
ト
キ
子
様  

（
八
九
歳
）
誕
生
会 

三
月 

五 

日
（
土
） 

 
  

薄 

磯 

安
田  

久
子
様  

（
九
二
歳
）
誕
生
会 

三
月 

七 

日
（
月
） 

 
  

豊 

間 

阿
部  

た
か
様  

（
九
五
歳
）
誕
生
会 

三
月 

七 

日
（
月
） 

 
  

勿 

来 

本
多  

京
代
様  

（
八
七
歳
）
誕
生
会 

三
月 

八 

日
（
火
） 

 
  

永 

崎 

箱
崎
イ
セ
ヨ
様  

（
九
八
歳
）
誕
生
会 

三
月 

九 

日
（
水
） 

 
  

四 

倉 

鈴
木  

ア
サ
様  

（
九
七
歳
）
誕
生
会 

三
月
十
二
日
（
土
） 

 
  

四 

倉 

佐
久
間
千
代
様  

（
八
六
歳
）
誕
生
会 

三
月
十
五
日
（
火
） 

 
  

豊 

間 

鈴
木  

セ
ン
様  

（
九
七
歳
）
誕
生
会 

三
月
二
〇
日
（
日
） 

 
  

勿 

来 

熊
田  

昭
八
様  

（
八
四
歳
）
誕
生
会 

三
月
二
〇
日
（
日
） 

 
  

勿 

来 

猪
狩
ハ
ル
ヨ
様  

（
九
一
歳
）
誕
生
会 

三
月
二
〇
日
（
日
） 

 
  

勿 

来 

門
井  

民
夫
様  

（
八
三
歳
）
誕
生
会 

三
月
二
四
日
（
日
） 

 
  

勿 

来 

髙
木  

ウ
ン
様  

（
八
九
歳
）
誕
生
会 

三
月
二
五
日
（
金
） 

 
  

永 

崎 

青
木
ア
サ
ヨ
様  

（ 

百 

歳
）
誕
生
会 

三
月
二
八
日
（
月
） 

 
  

豊 

間 

中
野
サ
ワ
子
様  

（
八
七
歳
）
誕
生
会 

三
月
三
〇
日
（
水
） 

 
  

薄 

磯 

政
井  

一
郎
様  

（
八
一
歳
）
誕
生
会 

           

三
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

｢
な
る
ほ
ど
雑
学｣ 

…
そ
の
④ 

 


